








 1934 年，アメリカの犯罪学者  エドウィン・サザ－ランド Edwin 
Sutherland とドナルド・クレッシー Donald R. Cressey によって執筆された
『Principles of Criminology』（『犯罪学原論』）が初めて出版された．彼らは












うに，「犯罪行動は学習される」(Edwin Sutherland:1924; Edwin Sutherland 
& Donald R. Cressey: 1934) という主張である．換言すれば，犯（非）行行
動は遺伝や，先天的な行為と言うよりも，むしろ，後天的，一般的な人間行
為として，学習や模倣を通して獲得される能力である．本論では，サザーラ
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